
原爆投下、 6′ 0年を迎えて (2005 8 6 記 )

原爆、敗戦以来、60年、親兄J妹、友人、知己、そして同胞三百数十万人
の犠

牲を払い、戦後のあの困苦欠乏の悲惨な時代を
生き抜いてきた者の一人として、

ぃささか感懐を述べてみたい。そして三度と再びあ
の惨禍を繰 り返さないため

私達は何をなすべきか、そもそも、あの戦争に
至つた原因は何なのか、につい

て考え続けてきた。

海軍砲術学校において終戦を迎えた私は、全滅
した家族の葬儀、後始末をす

る間もなくマッカ～サ～の命により呼び出され、在外
の軍人、邦人の引き揚げ

の業務を命ぜ られ、米軍の軍需物資等の輸送業務
にも従事させ られた。五年後、

私は、朝鮮戦争の最中だつたが、やや強引に呼出電報
に応 じず、教師に転向し

た。若気の至 り、過去の文部省の教育をぶ
つ壊 してやろう、などと意気込んで

文部省の研究指定校を選んで勤務 し、各種研究大会、
全国大会での発表を続け

てきた。組合運動にも情熱を燃や したが、意見
の相違から日教組 とは別組織の

組合の結成にも奔走し、執行委員長も勤めた。
五十歳を過ぎる頃から教師の限

界を感 じていたが、行政にたいしては批判的な言動
の多かつた私を県知事が勤

労感謝の日に表彰 してくれた。これを機に引退
を決意 し、一兵卒として市民運

動に入つていつた。

私は各種集会に参加 しているが、その中で戦前
の東アジヤの状況について質

問してみる。 日露戦争においてロシヤの進出を食
い止めた事までは知つていて

も、あの当時、東アジヤがどこの植民地であ
つたかについて殆 ど無知に近いの

に愕然とした。「大学入試に全くでなか
つたので、、、、」といわれる。独立を保っ

ていたのは日本、タイだけ中国は混乱状態で上海
ほか各地に租界があり半植民

地の状況、満州は匪賊、馬賊の跳梁する極めて危険
な所であつた。ロシヤの進

出を辛うじて食い止め、準行した市沖州
鉄道の権益を守り開発してロシヤ)啓

来諸国の侵略から東ァジヤを守ろうと警力す
る日本のあり方は当時育少年であ
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思想、皇国史観には必ずしも賛同していたわけではない。

フランス映画やアメ
.

リカ映画に興味を持ち日本文学、フラン
ス来学、ロンヤ文学の作

品を論 じゃ半
、`

私自身もトルストイや白樺派の思想1子は異1自する自由主義、年
会主義的傾向す

ら持らそぃた。車苦しい空気を避けて申申な世界を求め本人、
知本のなかには

満州、上海の旅順工大、ハルピンエ大、医科大、建国大、同文
書院等に進学し

た者も何人もいた。知識人、文化人達も多数飛んだも
のでめる。資源の乏しい

日本が欧米には撫順、鞍山の石床、鉢鉱 を開発
し重
=業
を起 レ強国になる

こと

が侵略を防 ぐ最良の策 と思つたとしても当然
であろ う。朝鮮半島においても教

′


